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この地質図幅は，北海道総合開発の一環と

して，北海道開発庁の委託により実施したも

のを，北海道においてとりまとめたものであ

る
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5万分の 1 地質図幅 口
説明書 U 前 (札幌ー第 34 号)

北海道立地下資源調査所

技術吏員高橋功

元"鈴木 守義

はしがき

日高図幅および説明書は，北海道開発庁の委託により，昭和45年から昭和47

年にわたる延約 200 日の野外調査の結果を取りまとめたものである.

野外調査は，先エソず累層群の分布地域を主として鈴木が，エソマ累層群・新第

三系の分布地域を高橋が， それぞれ分担して行なった. また，鵡川流域の野外

調査の一部を，当所の松波武雄氏の御協力を項いた.

取りまとめに当り，北海道大学理学部の加藤誠教授，渡辺順博士，新井田清

信博士，北電興業体制三谷勝利博士ア地質調査所の酒井彰氏， そして道立地下資

源調査所の酒匂純俊所長，長谷川潔地質調査部長から種々御教示を賜った.上

記の方々に心から感謝の意、を表する.

I 位置および交通

この図幅は，北緯42
0

50' -43
0

00" ， 東経142
0

15" -142
0

30" の範囲をしめてい

る.行政区画では，図幅の大部分を占める中央部から北西部は上川支庁管内占

冠村に，南東部の沙流川流域は日高支庁管内日高町に，中央南部は同平取町に，

そして西部の鵡川流域は胆振支庁管内穂別町に， また北西隅の小区域が夕張市

に，それぞれ属している.

交通は，国鉄線を始め国道・道々など地方道・林道が発達し，山岳地域にも

かかわらず比較的便利である.国鉄線は，沙流川を北上する富内線が日高町ま

で\また図幅北西部の地域には昭和56年10月開通した石勝線が通じている.国

本現在，飛島建設株式会社技術本部技術研究所副所長

料元当所鉱床部長
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道は， 日高海岸地域から北上する 237 号線が日高町から図幅地域を縦断し占冠

中央を経て北方の富良野地域に通じている.国道 274 号線は日高町から東方

の十勝地域に通じているが，西方の夕張・札幌へは図幅地域内で建設工事が行

なわれている.このほかの道路として，鵡川沿いに富内，占冠中央を結ぶ道々

を始め，主要河川沿いに地方道一林道などが敷設されている.

II地形

図幅地域は全体として山岳地域であるが，このなかで標高 500 m をこえる山

地し河川流域に発達する段丘および沖積地の平坦地に，大きく分けることが

できる.

II.1 山地

山地は，さらに，1)標高 500 m- l， OOOm の急峻な山地と， 2) 標高 500m -700m

の低平な山地とに 2分される.

1) 急峻な山地

図幅中央一西部および南東部の山地であり，図幅の大部分を占める.

図幅中央-西部の山地は，南の岩知志図幅地域からはゾ南北に連なる山稜て\

鵡川とニセウ川の分水界を構成している.この山稜は，鵡川をはさんで北西方

に伸び，北の「石狩金山」図幅に入ると急激に標高を増大させ，夕張岳山塊に

連なっている.図幅地域では，一般に項部が標高ほゾ 700m -800m の定高性を

しめしているが，ハッタオマナイ岳(1， 02 1. 4m) を最高峰とし 900 m をこえる

突出した項部がみられる.

図幌東南部の山地は，隣接する千栄・幅尻岳・岩知志の各図幅にまたがるも

ので，幌尻岳図幅の糠平山( 1, 350 m) を中心とする山地を形成している.こ

の山地は東方へ漸次高度を増大させ日高山脈の西麓に連なっている.

以上の急峻な山地は，日高累層群-蛇紋岩など，神居古 j草帯を構成する諸岩

委員からなっている. しかし鵡川西岸にみられるように，大規模な蛇紋岩の分布

域では，凹凸はあるがなだらかな山容をしめしているのが特徴的である.
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第 1 図切峰面図

2) やや低平な山地域

Ii ぼ，日高町市街地から占冠中央を結ぶ地域より東方に，急峻な山地域に抱

かれた形てや，標高 500m -700m の山地域が拡がる.おもに白亜系ーエソ ε累層群

の発達地域て\標高は低いが細かい樹校状の沢型が発達し開析がかなり進ん

でし、る. しかし，双珠別から日高峠を結ぶ地域以西では，沢の発達が悪くなだ

らかな丘陵状を呈する. この地域は，おもに泥岩を主体とする上部エソー層群か

らなりたっている.

II.2 河川流域の平坦な地形

段丘や沖積面など平坦な地形は，図幅地域の主要河川である沙流川・鵡川・

双珠別川流域に形成されている. とくに占冠中央や日高町市街地など，エグ累

層群や新第三系の分布地域に発達が著しい.段丘は標高 250m -300m の高さに

数段の発達がみられるが，沖積面の発達は悪い.
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III 地質概説

図幅地域の大部分は，地質構造上，北の「石狩金山」図幅(小山内ほか， 1978)

南の「岩知志」図幅に連続して，北海道中軸部の西縁を占める構造帯一神居古

揮構造帯に含まれる.また，北東端部が日高西縁輝緑岩帯の一部となっている.

前にのべた，地形的に急峻な山地が，ほゾ神居古 j草構造帯にあたり，ここには

日高累層群や蛇紋岩なじ神居古揮構造帯を構成する諸岩類が広く分布してい

る. 日高西縁輝緑岩帯も日高累層群によって構成されている.これら構造帯の

周辺に白亜系ーエソマ累層群が発達する. また，これら諸岩類に挟まれるように

断片的に新第三系が分布している.さらに，河川沿いに第四系の分布もみられ

る.以上の図幅地域の地質構成は，第 1 表のように取りまとめることができる.

日高累層群は，岩相から，ハッタオマナイ層，沙流川層，ニセウ層に大きく

分けられる.ハッタオマナイ層は「岩知志」図幅で未分離日高累層群 A とした

地層から連なるもので，千枚岩質粘板岩(黒色片岩) ，変砂岩からなり，ます岩質

凝灰岩・チャート・石灰岩を伴なう.沙流川層・ニセウ層は岩知志図幅から連

続する地層である.前者は，スピライト質凝灰岩・同溶岩・粘板岩を主体とす

る地層て\烏の巣型化石動物群を産出する.後者は，やや珪質な砂岩，泥岩か

らなりたっている.このほか，図幅南東隅に，未分離日高累層群とした粘板岩

を主体とする地層がわずかにみられる. 日高累層群に伴なわれる火成岩類とし

ては，沙流川層のスピライト質溶岩のほか，大小さまざまな岩体で分布する蛇

紋岩類，小岩脈の輝緑岩などがある.

以上の日高累層群は，沙流川層が上部ジ、ュラ紀をしめす以外，時代を指示す

る資料は得られていない.

エソヌ累層群本は，ハッタオマナイ層や沙流川層と断層で接し，図幅東部およ

び西北部に発達している.図幅東部の地層は，北は石狩金山付近から南は浦河

まで，南北に細長い地溝状の形態で分布する白亜系の一部である.図幅地域てや

は比較的広い分布をしめし，下部エソ守層群・中部エソ守層群・上部エソ層群そし

て函消 l層群しエソ守累層群のほゾ全層序がそろっている.下部および中部エソ寺

*OKADA(983) にしたカまう.
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第 1 表地質総括表

時代 層 序 石...... 相 その他

第 現河床堆積物 砂礎、粘土

四
段丘堆積物 砂磯来己

新
ーー

上 部 層 喋岩、砂岩、泥岩の互層
一一第

群層ウ
意己 下 部 層

磯岩、砂岩、泥岩 限滝の上動物化石群
一石炭を挟在一

函湖層群 砂岩、シルト岩

~

白 :L.
アンモナイト

上部エソ守層群 泥岩、シルト岩 イノセラムス

ソマ 酸性凝灰岩を挟在一

累 部中
上部層 砂岩(喋岩を挟在)、砂岩 i尼岩互層

亜

層
ニL

主部層
泥岩

ソ 一下部に凝灰岩を挟在一

群 群層
つ

車己 下部層 喋岩、砂岩 •目
下部エソ層群

砂岩、泥岩 ~オ I) ビトリナ・

一石灰岩を挟在一 石灰岩.

つ

x鳥の巣師群 II・E・
ニセウ層 砂岩、泥岩

初
ー一一 F期 日
沙流)11/ B相 スピライト質凝灰岩、溶岩

白

亜
高 層 A相 粘板岩一砂岩、石灰岩を挟在

最己 累 • -F
均千枚岩質岩凝質粘灰板岩岩、 チャート

蛇輝

C相 紋緑
ハッタ

先 層
オマナ B相 変一砂千枚岩岩質粘板岩挟在

石山 石山

白

亜 群
イ層

千一枚変砂岩質岩粘・板石岩灰、岩黒を挟色在片岩一A相
意己 トー一一つ

未分離日高累層群 黒色片岩、変砂岩

層群はフリッシュ相を主体とし，中部エソ守層群の下部および上部には砂岩相を

伴なっている.また上部エソ守層群は泥質相が，函測層群は砂質相が卓越してい

る.この地域のエソe累層群の地質時代はアプテアンからカンパニアンをしめし

ている.図幅西北部のエソ漂層群は石狩炭田の背後を構成するもので，泥質な

フリッシュ相を主体とする中部エゾ層群が分布している.

新第三系は，ほぼ中新世中期をしめすニニウ層群て二図幅北西部のニニウ付
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近にまとまった分布をしめしている.このほか鵡川や沙流川流域などにも点在

している.ニニウ付近のこの地層は，北の「石狩金山」図幅から連続しており，

図幅地域ではハッタオマナイ層と断層または不整合関係、で接し，同層に取り固

まれた地溝状の分布をしめしている.ニニウ層群は大きく下部層と上層層とに

分けられる.下部層は喋岩から始まり泥岩に至る 1 サイクノレの地層を形成する

が，爽炭層の発達もみられる.上部層は，乱雑な喋岩や，磯岩・砂岩泥岩が組

み合わさった互層で，ターピダイト相をしめしている.鵡川や沙流川流域など，

小分布であるが図幅の各地域に点在している地層は，いずれも下部層に対比さ

れるものでやある.

第四系には，図幅地域の主要河川沿いに発達する段丘堆積物し現河床堆積

物がある.

図幅地域の地質構造は，北や南に隣接する「石狩金山Jr岩知志」図幅と同じ

ように，ひじように複雑で錯そうしている. し:かし，基本的な構造形態は，地

層の配列や蛇紋岩体の分布にみられる南北性の方向し断層に代表される東西

性の方向との組合せてやある.なお，南北の構造方向は，北海道中軸部の一般的

な構造である.

W 日高累層群

本層群は，占冠から日高町にかけてのエソヌ累層群分布地域を境に，西側と東

側に大きく分けることができる.両分布域ともに，神居古j草構造帯に位置して

いる.北に隣接する「石狩金山」図幅では，空知層群として一括され，輝緑凝

灰岩や珪質岩て、、代表される山部層と，砂岩・頁岩・チャートなどで構成される

主夕張層とにわけられている.当図幅地域においては，いわゆる輝緑凝灰岩に

富む山部層に相当する地層は，東側の本層群中には認められるものの，西側地

域てやはほとんどいわゆる輝緑凝灰岩なるものが発達していない.さらに，化石

がきわめて少ないこともあって，層序上の正確な位置づけも困難である.

以上のような地質条件であるが，現段階では，日高累層群を，層相からハツ

タオマナイ層，沙流川層，ニセウ層に区分し，さらに南東隅の周辺図幅にまた

がる未分離日高累層群を区別した.
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N.l 未分離日高累層群

図幅南東隅にわずかに分布しており，隣接図幅地域内に拡っている.分布域

の周囲が全て蛇紋岩によって取り固まれているうえに，弱変成を受けているた

めに、日高累層群中の層序的位置が決定きれないままになっている.

南東隅の岡春部沢ぞいに露出が見られ、大部分が黒色千枚岩からなり，緑灰

色の千枚岩や硬砂岩を挟在する.黒色千枚岩には，片理面にほゾ平行な石英の

分泌脈が生成されているものがある.片理面の走向は， N-5-50ー Eで，傾斜

は一定しない.

N.2 ハッタオマナイ層

図幅中央から西側へかけて，ほゾ南北に分布している.本層は，北へ隣接す

る「金山図幅」てやは山部層とされ， また南へ隣接する「岩知志図幅」では未分

離日高累層群 B として取扱った.当図幅でも，まだその地質時代や日高累層群

中の層序上の位置が明らかでないが，かなり分布が広い事を考慮して本地層名

を用いた.

全般に弱変成作用を受け、しかもいちじるしく擾乱されているために，内部

の層序区分は困難である.このため，いちおう構成岩相の特徴に基づいて， A ，

B, C の 3 つの岩相に分けた.

これら各相は，それぞれはゾ南北方向をとって分布している.このような分

布形態は，蛇紋岩の進入方向によって強調されている面があるが，その内部構

造はかなり複雑であると推定される.すなわち，南北性が主要な構造であるが，

その聞の諸所に N600W-EWの走向(片理およびスレートへき開)をしめす部

分が，断層で切られながらブロック状に介在しているのである.これらの地質

構造を詳細にあきらかにすることは，理段階ではなお困難である.したがって，

本層の層厚も正確には解らない.おそらく， 2 ， OOOm以上はあろうと算定される.

次に，各岩相の特徴についてのべる.

A 相

おもに千枚岩質粘板岩と黒色片岩からなり，薄い変砂岩をはさんでいる.そ

の他に，レンズ状に石灰岩を伴なっている.また福山北方の鵡川本流ぞいには，

断片的な露出で赤色チャートや塩基性凝灰岩がみとめられるが，いちおう本岩
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相に含めた.

千枚岩質粘板岩と言える岩相がもっとも多いが，この間に石英の分泌脈が縞

状に発達している黒色片岩様の岩相もあちこちに分布している.後者の岩相は，

南端のニセウ川西側にとくに広〈認められる.この岩相中に介在する砂岩には，

引き伸ばされたような構造がみとめられる. ともにけん著な片理が発達してお

り，片理に平行に緑泥石やフエンジ、ヤイトが形成されている.そのほかに，再

結晶作用に強弱はあるが，石英，方解石，緑れん石が普遍的にみとめられる.

石英分泌脈をもっ岩相は，おもに緑泥石一フェンジ、ヤイトの組合せと緑泥石

石英の組合せの部分が，縞状構造をつくって配列している.

一部の千枚岩質の岩相には，徴摺曲構造が発達しており，それを切ってフェ

ンジ、ヤイトが形成され，この方向が片理になっているのがみとめられる.

B 相

本岩相は，福山東方と北端の鬼峠から南へ延びるものと， 2帯に分かれて分

布している.

変砂岩を主体とし，薄い千枚岩質粘板岩をはさんでいる.粘板岩は前述のも

のと同質なので\ここでは変砂岩について説明する.

西側のものは，暗灰色の細~中粒砂岩からなり中に細脈状に黒色の縞が発達

し，一見ミロナイト様に見える.鏡下では，原岩の砂粒として，石英，斜長石，

カリ長石，チャートなどがみとめられる.また，再結晶鉱物として，緑れん石・

方解石・石英・緑泥石・フェンジ‘ャイトなどが形成されている.さらに， 2 試

料であるが，これらの鉱物のはかにパンペリー石が見出される.

東側に分布するものは，肉眼てやは緑色を呈し，粘板岩の不規則なパッチを含

むものがある.細~組粒の砂岩で，砂粒として圧倒的に石英が多く，ほかに斜

長石やカリ長石を含む.再結晶鉱物としては，前述のものと同じで\緑れん石・

石英・フェンジ、ヤイト・緑泥石などがみとめられる. ここでもパンペリー石が

みとめられる.

両地区とも B相を構成する変砂岩は，緑泥石とフェンジ、ヤイトが，共に顕著

な平行配列をしめし， それによって片理が形成されている.

C 相

鬼峠の東側に，図幅北端部からオマナイ沢最上流にかけて，ほゾ南北方向を
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とり帯状に分布している.

本相は，黒色ときに緑灰色の千枚岩質粘板岩および緑灰色， ときに赤色を呈

する板状のチャートを主体とする層相である. また厚さ 2-3m のやや緑色を

呈する扮岩質の凝灰岩を伴なうのも特徴的である. この層相は鵡川流域の赤岩

青巌峡付近に標式的にみられる.

第2 図 赤岩周辺のハツタオマナイ層

ーチャートと砂岩の互層一

凝灰岩を鏡下で観察すると，原岩のレリクトである不規則な形の板状あるい

は短柱状の斜長石片が多数認められる. この周りにそうような形で， しかも弱

い方向性をもって，フェンジャイトと緑泥石が発達している.それらの聞を，

緑れん石，アクチノ閃石，曹長石が不規則に埋めている.また，石英一曹長石

脈がこれらを貫いている。この凝灰岩は，レリクト斜長石の形から，功岩質の

ものと判断される.

N.3 沙流川層

本層は，図幅地域の北東隅，南東隅，および日高市街の北西部から南端部の

沙流川本流ぞいなどに分れて分布している.構成岩相の違いに基づいて，粘板
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岩を主体とする A相とスピライト質溶岩，凝灰岩を主体とする B相の 2 つに区

分したが，両者の層序関係は断層で境いされているために不明である.

A 相

この層相は，図幅東南部の日高町市街以南の沙流川流域や千栄南方の沙流川

支流上流部に分布している.粘板岩を主体とする層相で，チャートおよび石灰

岩を挟在する.

粘板岩は，一般に黒色を呈するが，緑灰色の千枚岩質になっている場合があ

る.また砂岩を挟在し，粘板岩と互層状を呈している場合もある.砂岩は暗灰

色の硬砂岩で， ミロナイト化しているところもみられる.粘板岩の片理面の方

向は，南北性~東西性とぱらつくが，千栄南方では東西性が，沙流川流域では

南北性の走向が顕著である.

チャートは，一般に赤褐色をしめし，板状を呈するものもあるが，塊状のも

のが多い.

石灰岩は，千栄南方の/レラケシオマナイ沢の上流部に，約30m の急、崖を作る

大きな岩体がみられる.岩体の延びの方向は，粘板岩の片理に平行な東西性を

しめしている.淡灰~暗灰色を呈するミクライト質の石灰岩で，一部再結晶し

ている.化石を含有し，層孔虫・石灰藻・巻貝などを産出するが，これらは現

在北海道大学の加藤誠教授のもとで研究が進められている.加藤教授によると，

層孔虫は Milleporidium sp. Circoporell α Sp. 巻貝は ， Dipt μLS Sp.

と考えられている.以上の化石は，上部ジ、ユラ紀をしめす鳥の巣石灰岩の化石

群集に類似する.

B 相

B相は，図幅の北東隅と南東隅に分布している.大部分がスピライト質溶岩，

スピライト質 J疑灰岩などからなり，わずかに赤色チャートをはさんでいる.岩

相上からは，空知層群の山部層に対比されると思われる.

南東隅の岡春部沢には，本相を構成するスピライト質枕状溶岩の見事な露出

がみられる.暗赤紫色の不規則な管状体が積み重なった産状をしめし，ピロー

プレッチャーに漸移しているのが観察できる.ピローの断面は，短径約 35cm ，

長径約 85cmlJ t の偏平な楕円形状を呈している.

この枕状溶岩の鏡下での観察結果は，次のようである.

10



第3 図 j判定川財産， 層Jし虫 Circoporellα sp.
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普通輝石と斜長石の斑品を若干含んでいる.石基は，自形の短柱状~長柱状

の普通輝石が不規則に組合い，聞をパリオライト組織をしめす斜長石が埋めて

いる.これらの聞に球環が見られ，方解石，緑泥石，濁沸石などによって充噴

きれている.さらに，赤鉄鉱が不規則に散点している.

同じ南東隅の本相のうち，北部地域に分布するものは，構成岩相がかなり異

なる.この地域の場合，おもに緑色を呈し， 1 部時赤紫色の細粒輝総岩からな

りたっている.僅かに枕状構造を残しているものもあれば，緑色片岩様の片状

のものもあり，さらに岩脈と思われる粗粒輝緑岩もある.また，赤色チャート

の薄層もみとめられる. しかし，全体に破砕されているために，詳細な岩相区

分は困難であるが，大部分溶岩であろうと推定される.

N.4 ニセウ層

本層は，図幅中央南部のニセウ川流域からニセウ) II と沙流川の稜線部を含む

地域に分布し，南に隣接する「岩知志図幅」から連続している.鵡 )11 との稜線

部を構成するハッタオマナイ層および沙流川流域の沙流川層とは，いずれも断

層で接し，本層との層位関係は不明である.

本層の構造は，南の「岩知志」図幅では，全体として北西 南東の走向で北

東へ傾斜しており，大きくみて単斜構造を形成しているようにみえる.これに

対し図幅地域では，地質構造がかなり被雑であり，はゾ北西一南東方向の軸を

持つ背斜・向斜をくり返している.

岩相は，図幅地域全体を通じて，泥岩を主体とした砂岩との互層と言うこと

ができ，地域により凝灰岩を伴なっている.この層相は，相対的に砂岩が卓越

している「岩知志図幅」地域の層相とやや異なる.このことは，前にのベた地

質構造から，図幅地域のニセウ層は「岩知志」図幅地域より相対的上位の地層

と考えられる.

主体となる泥岩は，黒色~暗灰色を呈ーする塊状泥岩て二風化が著しく細かい

不規則な割れ目がひじように多く発達し，細片状になっている場合が多い.ま

た，一部に唾質の部分もあり，細かい方解石脈が網目状に発達している.

砂岩は

てで守は帯緑灰白色を呈呈-する細粒~中粒砂砂、岩てで唄ある.普通 I-3m の厚さで泥岩と
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lL層する場合が多いが，ニセウ川上流では砂岩だけで 300 m もの厚さになって

いる.鏡下での一般的な性質は，鉱物片として石英・斜長石・カリ長石などが

みられ，岩石片としてはスピライト質岩やチャートなどが多い.

凝灰岩は，ペンケホロカアンプ)II合流点付近のニセウ川流域からニセウ川上

流にかけて，断層により繰り返えされて分布している.普通50cm- 2m の厚さ

で泥岩・砂岩と互層している.互層部の厚さは20m -SOm になっている. しか

し，この凝灰岩を伴なう層準は，図幅内で広域的に追跡することができず，地

質図には図示しなかった.凝灰岩は一般に緑灰色，新鮮なところでは青灰色を

呈する細粒の凝灰岩である.鏡下では大部分が変質したガラスからなり，再結

品した珪酸塩鉱物が多い.

ニセウ層は， まえにのべたが，周辺の各地層とは断層関係にあり， また全層

序がみられないため，層厚の算定は困難である. しかし図幅地域には，およそ

2.000m をこえる地層が発達しているものと考えられる.

N.5 日高累層群の対比

周辺図幅の日高累層群との対比は，第 2表にしめしたが，沙流川層をのぞき

化石の産出がなく今後に多くの問題が残された. とくに，ハッタオマナイ層に

ついて石狩金山図幅との対比に問題が多い.

第 2表 日高累層群対比表

石狩金山凶脳
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ハッタオマナイ層は，岩知志図幅の未分離日高累層群A層に相当する.これ

を北方の「石狩金山」図幅内に追跡すると，粘板岩や変砂岩のA相， B相は主

夕張層とされた地層に， そして凝灰岩を伴なう C相は山部層とされた地層にそ

れぞれ連なる.しかし C相は功岩質の凝灰岩を伴なう点で山部層のそれとは異なる.

また石狩金山図幅のこれらの地層は，同図幅てや山部層，主夕張層の標式地とし

た夕張岳周辺の地層とは，エソ守累層群や新第三系および蛇紋岩等にさえぎられ，

直接連続していなし、(第 4 図). したがってハッタオマナイ層を「石狩金山」図

幅の標式地に広〈分布する山部層，主夕張層に直接対比することは困難である.

1，蛇紋岩

2 ，輝緑岩

3 ，山部層(石狩金山)

4 ，ハツタオマナイ層B

5 ，ハツタオマナイ層A

6 ，ハツタオマナイ層C

7 ，エソ手累層群

8 ，ニニウ層群 3Km

瞳盟 1 [Z] 2 巳ヨ 384 匡ヨ 5~6E ヨ7C ヨ8

第 4 図 図幅北西部および「石狩金山図幅」南西部の地質図

日高累層群の分布一
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沙流川層は輝緑岩質岩類で特徴づけられ，岩知志図幅でものべたように，橋

本 0954-55) の空知川における空知層群下部の山部層に対比される.ニセウ

層は，従来から漠然と空知層群上部を占める主夕張層に対比されてきた. しか

し，岩相が標式地と異なること，層厚がかなり厚いこと，そして図幅地域内で

も下位とされる沙流川層との関係が不明なことなど，その層位的位置にまだ問

題が残される.このことは，ハッタオマナイ層の層位的位置づけとともに今後

の課題となる.

V 逝入岩類

図幅地域に分布する進入岩類としては，蛇紋岩と輝緑岩の 2種類がしられる.

Vol 蛇紋岩

蛇紋岩は，ハッタオマナイ層の分布する図幅中央北部から西側にかけて，大

小の岩体として分布している. また，図幅南東隅には隣接図幅から延びる岩体

の一部が分布している.岩体の規模としては，北西部，南西隅，および南東隅

に分布するものが大きい.

蛇紋岩の分布方向は， N-S から NE-SWのものが多く， しかもその周縁

は全て断層になっている.見方を変えれば、蛇紋岩はマグマとして現位置に進

入したのではなくて，構造運動に伴なって押し上げられたのであり，構造遁入

とでも言えるであろう.そのために，小岩体の多くは，粘土化あるいは葉片状

化している.大きな岩体では，中心部には塊状の蛇紋岩が発達しているが，周

辺は葉片状蛇紋岩に変っている.

塊状蛇紋岩は，暗緑色を呈する堅硬な岩石で，比較的規則正しい節理系が発

達している.南西隅には，このような塊状蛇紋岩の大きな露出があり， そこで

は流理構造も観察できる.

南西隅の塊状蛇紋岩を鏡下で観察すると，かんらん石や斜方輝石がかなり残

されているほか，クロム鉄鉱もみとめられる.斜方輝石は，一部透角閃石に置

換されている.これらをオ、ットワーク状に，あるいは完全に蛇紋石(板温石+

温石綿)が置き換えている. したがって，原岩としてはハノレツパージ、ャイトで
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ある.

北西地域の塊状蛇紋岩では，完全に蛇紋岩化しているために，原岩の鉱物は

残されていない.典型的なメッシュ構造がみられ，聞に絹布石やクロム鉄鉱が

みとめられる. この場合も，原岩はハノレツパージ、ャイトであるといえる.

今までのところ， r岩知志」図幅で観察されるような，ダンかんらん岩起源の

蛇紋岩はみとめられていない.

前にのべたように，塊状蛇紋岩の多くは，葉片状蛇紋岩へ変っている.葉片

状蛇紋岩は，鏡肌の樹脂状光沢を持つ蛇紋岩のレンズ状片の集合体からなりた

っている.暗緑色から淡緑色までのさまざまな色調をしめしている.鏡下で観

察すると，塊状蛇紋岩で見られるメッシュ構造は全く失なわれ，ほゾ定方向に

配列する温石綿によって占められている. その聞にチリ状の不透明鉱物(チタ

ン鉄鉱・磁鉄鉱)が散点している. したがって，塊状蛇紋岩から葉片状蛇紋岩

への変化は，一つの動力変成作用といえるし，それは構造遁入と関係があると

思われる.

V.2 輝緑岩

日高累層群分布域の諸所に，幅数m から 10数m ほどの岩体として進入してい

る.かなり粗粒なものから細粒の岩相まで\さまざまなものがみとめられる.

色々の程度に変質あるいは変成を受けている.次に，代表的なものの鏡下の観

察結果についてのベる.

米且粒輝緑岩(福山南東)

柱状，板状，および長柱状の斜長石と単斜輝石が不規則に結び合っている.

単斜輝石には，ポイキリチックに斜長石を包有しているものがある.斜長石は

絹雲母や緑泥石に置換されて全般に汚れており，また輝石は緑泥石に置換され

ている.さらに，緑泥石を置き換えてアクチノ閃石が生成されている.また，

これらを貫くぶどう石，曹長石脈がみとめられる.

この岩体の縁辺部は，輝石の大部分がアクチノ閃石に変化しているが，サブ

オフチック組織は十分残されている. また，細粒の緑れん石や白チタン石が散

点している.これらを貫いて，ぶどう石 パンペリー石脈が形成されている.
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中粒輝緑岩(岡春部沢)

長柱状斜長石と単斜輝石がサブオフチック組織をしめしている.斜長石は，

斑点状に緑泥石化している.輝石の周縁には，羽毛状にアクチノ閃石が形成さ

れている.また，粒状の緑れん石や白チタン石が散点している.そのほかに，

方解石脈がみとめられる.

これらのほかに，図幅北西部の中~粗粒輝緑岩には，チタン質普通輝石を伴

なうものがある.

羽 結品片岩類

日高累層群を構成するハッタオマナイ層も前に説明したように，全般に動力

的な変成作用をこうむっている. ここで， とくに結晶片岩類として取扱うもの

は，変成分化作用によって形成された，細かな縞状構造が発達している岩石で

ある.これらは，黒色片岩，緑色片岩，青色片岩などに分類される.

これらの結晶片岩類は，単一の岩体をつくっているものもあるが，多くはお

互いが互層状になって産出する.比較的分布が広いのは，福山北方の小沢上流

に見出されるもので，すべてのタイプが見出される.他 lはまれし、づれも小規模ててで、や、

地質図には実際の産出規模より大き〈表現してある.

すべて蛇紋岩体の聞や縁辺部に，蛇紋岩とは断層で接して産出している. こ

れらの結品片岩類は，おそらく蛇紋岩の構造遁入と密接な関係の下に形成され，

後の断層運動に伴なって一緒に持ち上げられたものと考えられる.

福山北方に分布するものは、 N70° E-N600Wの走向て二 35-80° N の傾斜を

しめすが.部に70° S 傾斜もみとめられる.黒色片岩と緑色片岩は互層状を呈

し，諸所に葉片状蛇紋岩をはさんでいる. また、緑色片岩の一部が青色片岩に

なっている.明瞭な縞状構造がみとめられ， しかもいちじるしい微摺曲構造が

発達している.

次に，それぞれの岩石タイプにみられる，おもな鉱物組合せをあげる.

黒色片岩

赤鉄鉱 スヘン一石英一曹長石 フェンジ、ヤイト

緑泥石ースチノレプノメレン一石英 曹長石
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緑れん石一緑泥石一石英 フェンジ、ヤイ卜

石英片岩

緑れん石一フェンジ、ヤイト一石英

緑れん石-緑泥石一フェンジ、ヤイトー曹長石一石英

緑色片岩

緑れん石一緑泥石

緑れん石一石英一フェンジ、ヤイトー緑泥石

石英一緑れん石一緑泥石一曹長石 スチノレプノメレン

青色片岩

緑れん石一フェンジャイトーランセン石一ローソン石ーエジノレ輝石質普通輝石

石英一緑泥石一緑れん石-曹長石一石英一エジノレ輝石

これらの片岩中には，緑れん石一曹長石，緑泥石一曹長石(±石英)，方解石

一石英，ぶどう石，などの細脈が形成されている.

これまでのべたもののほかに，蛇紋岩中に捕獲岩様の状態で産するものとし

て，ランセン片岩， ヒスイ輝石片岩などが諸所に見出される.ランセン片岩に

は，石英一曹長石一緑れん石-緑泥石ーランセン石の組合せがみとめられる.

これらとは別に，福山北東のハツタオマナイ層の聞に，葉片状蛇紋岩と接し

て，きわめて小規模な露出で緑色片岩が見出されている. この岩石の鏡下の観

察では，ひじように細粒であるが，有色鉱物と優白色鉱物の縞状構造がみとめ

られる.鉱物組合せは，スヘンー曹長石一緑泥石 アクチノ閃石である.この

岩相から漸移的に，緑れん石ースへンー緑泥石ーパンペリー石の組合せに変化

しているのがみとめられる.

四 エソ守累層群

エソマ累層群は，図幅東部の双珠別川や沙流川流域および支流域に広〈分布す

る.また，図幅北西隅のペンケモユーパロ川の支流域および穂別川上流域にも隣

接図幅地域からの延長部が分布している.

エソず累層群は，層相および産出化石から，下位より，下部エソ守層群・中部エ

ソ守層群・上部エソ守層群および函湖層群の 4つの層群に区別される.図幅東部地
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域てずは，エソc累層群のほゾ全層序がみられるが，図幅北西隅には中部エソe層群

の一部が分布するに過ぎない

四. 1 下部エゾ層群

分布は，1)シム川南支流上流からフンベツ川上流にかけての地域， 2) ポンソ

ウシユベ、ツ川下流域から同西支流々域， 3) 沙流川流域の，大きく 3つの地域に

分けられる. 1), 2) の地域では，エソ守累層群の一般的な構造方向である，ほゾ

NNW-SSE-NW-SE走向で，背斜構造の軸部を形成している.3) の地

域では，エソe累層群の一般的な構造方向にはゾ直交するE-W方向をとるのが

特徴的である.下位の日高累層群のうち直接するのは沙流川層だけで，しかも

どこでも断層関係のため，日高累層群との直接の関係は不明である.

下部エソ守層群は，図幅地域では基底部が断層のため欠除している.全体的に

みると，下位から砂岩を主体とした地層，砂岩泥岩互層，~.尼岩を主体とした砂

岩泥岩互層で石灰岩を挟在する地層，そして砂質泥岩，細砂岩の薄互層と，大

きく 4層に区別される.これら4層の関係は相対的であるため，地質図ではLyl

として，一括と色した.

砂岩を主体とした地層は，フンベツ川上流沿いの背斜軸部を形成するほか，

沙流川流域や沙流川北支流の滝の沢下流域にみられる.灰青色~淡褐色の塊状

ときに板状の粗粒砂岩で，細喋まじりの部分もある.また上部へ細粒になる傾

向があり，薄い泥岩もはさんでいる.砂岩は，鏡下の観察では一般に石質ワツ

ケと言うことができる.石英が多いものや斜長石が多いものなどがあり，少量

ではあるが，微斜長石や黒雲母もみとめられる.岩片としては，チャートが多

くその他砂岩・緑色岩などがみとめられる.

砂岩泥岩互層は，おもにポンソウシユベ、ツ川や沙流川流域にみられる.細粒暗

灰色砂岩と黒色泥岩の薄互層を主体とし，なかには数lOcm-数 m の灰白色粗粒

~中粒砂岩をはさんでいる. この互層は，下位の砂岩を主体とした地層から漸

移している.砂岩には級化層理が発達し，下底にはフルートキャストやグルー

プキャス卜など底痕がみられ，ターピダイト相の特徴をしめしている.また，

この層相には乱推積相と考えられる徴摺曲が卓越している.

泥岩を主体とする地層は，図幅地域を東にややはずれるが，双珠別川流域に
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標式的に発達する.図幅東北部の下部エゾ層群はこの層相からなり，双珠別川

からの北北西への延長部に相当する.沙流川流域では，相対的下流部にもこの

層相がみられる.岩相は暗灰色~黒色や砂質の塊状泥岩を主体とするが，板状

泥岩の部分もあれー部には細砂岩の薄層を伴なっている.沙流川流域では

Douvilleicer αssp. aff. mαmmill α tum var. pαTα eocox の産出が報告され

ている(小畠ほか 1973) .この層相には， ところどころにレンズ状の石灰岩を挟

在している.この石灰岩は，厚さ 5-6m程度の小規模な岩体で，大型有孔虫

Orbitolinα discoidea-conoideα が含まれていることからオリピトリナ石灰

岩と呼ばれている.石灰岩には，上記のほか，腹足類 Nerineα hidαkαensis

や石灰藻・サンゴな E 多くの化石が知られている(Fukada1953 ，小畠ほか 1973

など).

下部エソ守層群は，下限が不明なこと，地質構造が複雑なことなどから，層厚

の算定は困難である. しかし，露出している厚さを総合すると，図幅北東部で

約 500 m，沙流川流域で約 700 -800m が算定される.

刊 .2 中部エゾ層群

図幅東部，および小分布であるが図幅北西部にも分布している.

図幅東部では，シム)II中流域から沙流川流域にかけて，下部エグ層群で構成

される背斜部を取り巻くように分布している.下部エソ守層群とは不整合関係に

ある.

図幅北西部のものは，分布の主体が隣接する「石狩金山 Jr 石狩鹿島 Jr 紅葉山」

の各図幅地域で，当図幅地域にはその一部しか分布していない. 日高累層群の

ハッタオマナイ層とは断層関係にある.

中部えぞ層群は，岩相から次の 3層に区別した.すなわち，ド位から1)基底

喋岩 砂岩を主体とした下部層， 2) 泥岩を主体とし凝灰岩を挟在する主部層，

3) 砂岩を主体とする上部層に区分し，地質図ではそれぞ、れ My 1 , My2 , My3

としてと色した.

1)下部層

下部層は，中部エソ ε層群の基底部を構成するもので，基底磯岩および砂岩か

らなる.図幅東部地域にのみ分布し，下部エゾ層群を不整合におおう.

20



基底磯岩は，沙流川北支流の滝の沢下流部および図幅地域を東にすこしはず

れるが双珠別川二番滝付近に，好露出がみられる.両地点とも，下部エソ守層群

の泥岩を切る凹凸面上に重なっている.ポンソウシユベ、ツ川流域周辺の背斜部

を取りまく地域てやは，下部エソ守層群との明瞭な接合部は観察されないが，基底部

付近は合喋砂岩になっている.礎岩は，指頭大~拳大程度の円喋~亜円礁が主体

て二人頭大の礎も含み，組粒砂岩によりこう結されている.喋種はチャート・硬砂

岩・粘板岩などが多く，スピライト質岩もみとめられる.また泥岩のブロックも

みられる.喋岩の厚さは，滝の沢で約 4m と厚< .双珠別川では約 1 mである.

下部層の主体となる砂岩は，基底礎岩より漸移して，上部へ組粒砂岩，中粒

砂岩そして細粒砂岩へ移化している.帯緑色の塊状砂岩が主体で，板状節理の

著しい部分もある.炭質物を含み，十四の沢てやは厚さlOem程度の亜炭を挟んで

いる.これらの砂岩を鏡下で観察すると，岩片として放散虫化石を含むチャー

トが多く砂岩・粘板岩およびスピライト質岩などである.鉱物片は石英・斜長

石が多<.微斜長石一黒雲母などもみとめられる.また緑j尼:fiが基質を置換し

ている.

ド部層の厚さは，沙流川流域で厚く 200 m前後であるが，北部の地域ではSOm

-100m と変イヒしている.

2) 主部層

中部エソε層群の主部を占める厚い地層て二 IXI幅東部地域に広〈分布するが，

!'Xl幅北西部にもみられる.この地層は，おもに~Mれを主体とする地層であるが，

ド部にはド部層の砂岩から漸移する砂岩泥ぉh層が発達している. また， この

地層の相対的ド部の層準に，鍵層として追跡される凝灰岩を挟在している.

主音[)層の最ド部を Ji める砂れj尼行 II:層は，鍵層となる凝灰岩層を基準にとる

し地域的な層キHの変化がみられる.すなわち，南部の沙流川流域てやは，砂岩

優勢の瓦層で， 卜古[)から卜音[)へ j尼岩の挟在がひんぱんになる傾向がある. この

地域では，鍵層となる凝灰岩層は互層部の上部を占めており，互層部全体の厚

さは約 500 m になる. これに対し，北部の双珠別川の北方では，砂岩泥岩の等

量瓦層て\上位へUt.岩が卓越するようになり，瓦層部の厚さは約 100 m+であ

る. そして，双珠別川南方てやは，砂岩の量，互層部の厚さが増大する傾向があ

る.凝灰れ層は， この地域では瓦層部よりさらに上位の泥岩相中に挟在してい
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る.以上のべた砂岩泥岩互層には，級化層理・底痕・tt.痕などがみられ，ター

ピダイト相をしめしている.

主部層の主体となる泥岩層は，暗灰色~黒色の泥岩である. j尼お層の相対的

下部は，砂質泥岩が優勢な細粒砂岩との薄互層(砂岩数em) になったり，凝灰

岩の薄層をはさんだりして，層理は明瞭である.上部は，全般的に細粒になり，

暗灰色塊状泥岩を主体とし，層理の発達が悪い.石灰質ノジ、ユーノレをともなっ

ている

鍵層となる凝灰岩層は，中部エゾ層群分布地域のほゾ全域に追跡、される. こ

の地層は，厚さ lm-5m の数枚の凝灰岩が，泥岩や細粒~中粒砂岩と互層す

るもので，全体の厚さは約30m -50m になる.凝灰岩は，青灰色~灰白色の，

ち密なチャート様の外観を呈している.鏡下では，ガラスが残存しているが，

かなり珪イヒをうけている.

図幅北西部の中部エソマ層群は，大部分が暗灰色~黒色の塊状泥岩からなる.

北に隣接する「石狩金山」図幅の層序から追跡して，この泥岩層は，鍵層とな

る凝灰岩の上位に位置している.

主部層からの化石の産出は少ない.わずかに泥岩層から，保存の悪いアンモ

ナイト ， Anagαudrycerαssp. PUZQsiα sp. およびイノセラムスの破片を

見出したにすぎない.後述するが，沙流川地域では，小畠ほか(1 973) により，

アンモナイト，イノセラムスの産出が報告されている.

層厚は，図幅東部地域で約1， 000 m と算定される.

3) 上部層

上部層は，中部エソ守層群の最上部を占める砂岩を主体とした地層である.凶

幅東部では，シム川下流からアリサラップ川上流にかけてと，シム川中流からフ

ンベツ川下流部の 2列の分布がみられる.また，凶幅北西部にも小分布がある.

この地層は，砂岩・泥岩互層の下部の層相し砂岩からなる上部の層相に 2

分できるが，地質図では My3 として一括した.

砂岩泥岩互層は，下位の主部層泥岩相から漸移する.青灰色~緑灰色の中粒

~細粒砂岩と暗灰色泥岩との互層で，層相に地域的な相異がみられる.シム川

流域では，砂岩優勢な互層であるが，双珠別川からアリサラップ川上流では逆

に泥岩優勢な互層となる.級化層理が発達し，砂岩の下底にはフルートキャス
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卜，グノレーフ守キャストなどの底痕や生痕もみられ，ターピダイト相をしめして

いる

砂岩相は，この地層の上部を占めて，シム川下流からアリサラップ川上流地

域に分布している r石狩金山」図幅ではシムカワ砂岩層と呼ばれている.なお，

シム川中流からフンベツ川下流の地域では，下部の砂岩泥岩互層が向斜軸部を

形成するため発達していない.砂岩は青灰色~緑灰色の組粒一部細礎質砂岩で，

シム川地域では部分的に喋岩になっている.砂岩の鏡下の観察では，鉱物片と

して斜長石と石英が多< ，緑泥石が斑品や石基を置換している.砂岩の岩片や

磯岩の磯種には，チャートが多く砂岩・粘板岩そして少量の酸性火山岩がみと

められる.

この地層は，図幅北西部にも断片的ながら小分布がみられる.砂岩泥岩互層

が主体であるが，穂別川には塊状の磯岩が挟在している.喋岩には拳大程度の，

よく円麿された酸性火山岩礁が特徴的である.

上部層の層厚は，全層序がみられるシム川下流て二約 400 m と算定される.

四 .3 上部エゾ層群

上部エソ守層群は，中部エソ、層群上部層と整合に，占冠中央・双珠別川下流域・

アリサラップ上流域を中心として，広〈分布している.いくつかの背斜向斜を

くり返しているが，巨視的にみると，タンオ、ナイ沢・ニニップナイ沢付近て\

上位の函沸l層群とともに南北方向の向斜部を形成している.そして，向斜西翼

は，北部では蛇紋岩類し南部では日高累層群と断層で接している.

層相は，暗灰色の塊状泥岩を主体としているが，この層群の下部および上部

にシノレト岩の卓越する部分がある. また，凝灰岩をはさみ鍵層として追跡され

る.以上から，上部エソ‘層群はおよそ 3 層に区別されそうだが，地質図では Uy

として一括と色した.

下部のシノレ卜岩卓越部は，中部エソ守層群上部層から漸移して，塊状の灰色~

暗灰色のシノレ卜岩を主体としている.細砂岩やベントナイト質凝灰岩の薄層を

挟んで互層状を呈する所があり，層理が識別できる.石灰質ノジ、ューノレを合有

している.川口・蟹江 (1985) は，この層相と考えられる地層から Inocerαmω

lα biα tU8 を得ている.

- 23



泥岩を主体とする層相は， この層群の主部を構成する.単調な暗灰色~黒色

の塊状泥岩で，層理の発達が悪い. ところどころに白色凝灰岩の薄層を挟んで

いる.この層相のはゾ中部の層準に，厚さ 2-3mの凝灰岩を 3-4枚はさむ，

泥岩との互層部がある.この互層は， 20-30m の厚きで，双珠別川下流域から

アリサラップ川流域にかけて追跡される.凝灰岩は，灰白色~貰灰色を呈し，

珪化しでかなり堅い部分もあるが，ベントナイト化し軟弱な部分もみられる.

黒雲母が散見され，酸性凝灰岩と考えられる.化石は，この層相の下部から

Inocerαmus hobetsensis が，相対的上部に Inoceramus uw αjimensis が

産出する.このほか Dα mesites sp. Gα udrycer αssp. などのアンモナイト

も産出する.

上部エソ守層群上部は，再びシノレト岩が卓越する層相になる.黒灰色の塊状シ

ノレト岩が主体となるが，泥岩相に比較すると層理の発達がよい. しかし，凝灰

岩は挟在していない.球形~編平な石灰質ノジ、ユーノレを含んでいる.化石はタ

ンオ、ナイ沢で Inocer αmus ]αponicus を産出する.

上部エソー層群全体の厚さは，約 2 ， OOOm に達する.

四 .4 函湖層群

函測層群は，タンオ、ナイ川・ニニツフ。ナイ川地域から，パンケウシャツプ川

にかけて分布している.首 Ij 者の地域ては，上部エゾ層群に抱かれた向斜構造を

形成しており，後者の地域ては背斜構造を形成している.上部エソマ層群上部の

シノレト岩卓越相から漸移しており， ~毎緑石を含む砂岩から上位の地層を函測層

群とした.大きく下部の砂岩層・中部の砂質シノレト岩層そして上部の砂岩層に

区分できるが，地質図には HK として一括と色した.

下部の砂岩層は，緑灰色を呈する中粒砂岩からなり，石灰質ノジ、ユーノレを合

む玉葱状の風化が特徴的である.砂岩は，多量の海緑石を含んでおり，層理は

かなり明瞭である.

中部のシル卜岩層は，青灰色~暗灰色の砂質シノレト岩て\石灰質団球を含ん

て1 、る.

上部の砂岩層は，緑灰色を呈する中粒~細粒砂岩からなる.下部の砂岩層同様

に ， i毎緑石を含み，基質はかなり泥質である.砂岩層の下部は，塊状の中粒砂岩てや，
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含磯質の組粒砂岩になっている場合もある.石灰質ノジ、ユーノレを含んでし、る.

化石は，下部の砂岩層，中部のシノレト岩層を通じ，

hαTαdαi の産出も知られている

orientalisInocer αmus

口
'EE

,Fを産出する. また ， Eupαchydiscus

蟹江 1985). 上部の砂岩層からは， Inoceramus schmidti を普遍的に産出する.

とくに，パンケウシャツプ川上流部では， その密集帯がみられた.

函測層群全体の層厚は，約 300-400m と算定される.

エゾ累層群の対比四.5

図幅地域では，エソマ累層群のほゾ全層序がみとめられる.第 3表は，北に隣

接する「石狩金山」図幅，図幅地域に関係するエソ守累層群についての諸研究成

石狩金山凶幅

(小山内他 1958)

白亜系対比表

占冠周辺 本図帳
(川口・蟹江 1985)
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果，および地質年代との対比をしめした.なお，地質年代については，化石層

序を主体に研究を行なった小畠ほか (973) ーおもに中，下部エソ守層群，川

口・蟹江 (985) ーおもに上部エゾ層群ーの成果によるところが大きい.

下部エソー層群はオリピトリナ石灰岩の挟在や Douvilleicer，αs の産出から宮

古世(アプチアン~アノレピアン)に， 中部エソ守層群は小畠ほかの化石リストから

ほゾギリヤーク世(セノマニアン・チユーロニアン)に相当する. しかし，上

部エグ層群最下部(川口一蟹江の占川層上部)から Inocerαmus labiα tus が

産出している. したがって，占冠地域の上部エゾ層群は，ギリヤーク世上部(チ

ユーロニアン)から始まっている可能性が強い.また，産出化石から，上部エ

ソ守層群の主部は浦川世(コニアシアン・サントニアン)に，函測層群は浦河世

最上部から辺富内世下部(カンパニアン)に相当する.

四新第三系ーニニウ層群-

新第三系は，ニニウ付近，すなわち図幅北西部のペンケニニウ川・パンケニニ

ウ )11流域を中心に，比較的まとまった分布をしめす.この新第三系は，北方の「石

狩金山」図幅地域に連なり，同図幅ではニニウ層群と呼ばれている.図幅地域に

は，このほか，鵡川流域の福山 八幡付近，図幅中央部のニセイパオマナイ沢上

流地域および日高町周辺にも，断片的ながら新第三系の分布がみられる.

ニニウ付近のニニウ層群は，周囲を日高累層群ーハツタオマナイ層ーや蛇紋

岩類などに取り固まれ，断層により落ち込んだ地溝状の分布をしめしている.

また摺曲や断層によりかなり錯そうした地質構造をしめし，岩相変化も激しし

全域を通じての統一的な層序の組立ては，かなり困難である. しかし，層相か

ら，基底喋岩に始まり砂岩・泥岩を主体とした下部層，および喋岩砂岩泥岩の

乱雑な堆積相をしめす上部層とに二分できる.ニニウ付近以外の図幅各地域に

断片的な分布をしめす新第三系は，ニニウ層群下部層に対比できる.

VITI.1 下部層

1) ニニウ付近

この地域は，前にのべたように，断層でかなりみだされているが巨視的にみ
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ると，ほゾ南北方向の上部層を抱いた平行する 2 つの向斜部を形成している.

パンケニニウ川東部，すなわち東側向斜部の東翼は，構造が比較的安定してお

り，ハッタオマナイ層を不整合におおって，下部層の層序がかなり明瞭にみら

れる. しかし，分布の西縁はかなり錯そうしており，ハッタオマナイ層・蛇紋

岩，そして中部エソ、層群をはさみこんだ断層により複雑に入り組んでいる. ま

た分布の南限は，はゾ東西性の断層でハッタオマナイ層と接している.

比較的安定している東側向斜部東翼で第 5 図にしめしたように，下位から基

底喋岩砂岩層，泥岩層，砂岩泥岩互層の層序がみとめられる.一方，図幅北端

の東西両向斜部の間にある背斜部では爽炭層の発達がみられる.

基底喋岩は，ニニウ南方の小沢に，ハッタオマナイ層を不整合におおって発

達する.喋岩は，巨大な基盤岩のブロックを伴なうが，一般に指頭大から拳大

の礁からなり，漸次上部へ緑灰色の磯質砂岩から粗粒砂岩に変る.基底部はか

なり淘汰が悪い. ここでは砂岩部を含めて40-50m の厚さを持つ.この磯岩は，

北方のパンケニニウ川東側支流へ追跡されるが，露頭条件が悪<.下位層との

不整合は確認できない.礎種は，硬砂岩・粘板岩・チャートなどが多く，蛇紋

岩も地域によりかなり多い.またスピライト質岩や片岩類などもみとめられる.

また，基底部近くには貝化石の密集部がみられる.

泥岩層は，基底喋岩砂岩から漸移する.暗灰色塊状の泥岩からなり，細片状

に割れ易<.層理はあまり明瞭でない.石灰質ノジュールを伴ない貝化石を含

有している.泥岩層中には砂岩を挟在し，互層状を呈する所もある.

砂岩・泥岩互層は，泥岩層から漸移する.暗灰色泥岩と灰色~灰青色の細~

中粒砂岩との互層てや，下部は一般に泥岩が優勢であるが上部は砂岩の優勢な互

層となる.上部の砂岩にはかなり粗粒の部分があり細喋を伴なっている.また，

互層中には，凝灰岩の薄層を挟むほか，炭質物を伴なっている.

爽炭層は，図幅北端のパンケニニウ)rI とペンケニニウ)IIにはさまれた稜線部

を中心に発達している.断層によりかなりみだされているが，背斜部を形成して

いるものと考えられ，下限は不明である.層相は，等量または砂岩優勢な砂岩泥

岩互層て\数枚の石炭層を挟在する.石炭層の上位には ， Ostreα， Corbiculα

などの貝化石の密集帯がみられる.この層相は，石炭層の挟在をのぞき，前に

のべた砂岩泥岩互層の上部に類似している.石炭層は，数emから最大2m の厚
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石狩金山図幅

総括

(小山内はか1958)

ニニウ層群下部層柱状図第5 図

200

100

。

さをもち，互層中に挟在する. しかし，膨縮が著しし連続性に乏しい.この

爽炭層の層位的位置は，ニニウ層群上部層の下位にあること，また層相の類似

から，下部層上部の砂岩泥岩互層に相当する.

ニニウ地域の下部層の層厚は約 500-600m と算定される.

福山周辺の鵡川流域2)

多くの場合ハッタオマナイ層や蛇紋岩類図幅西南部，鵡川流域の下部層は，

と断層関係で接するが，福山北方やペンケポロカアンペ沢では不整合関係、がみ

したがられる.全体的にみると向斜部を形成するため上部は露出していない.

って分布する地層の大部分は基底部に近い磯岩砂岩が主体て二その上部の塊状

泥岩は八幡付近にわずかにみられるにすぎない.基底喋岩は淘汰の悪い蛇紋岩

礁で特徴づけられる.

図幅中央部および日高町周辺

図幅中央部ニセイパオマナイ沢上流に分布するこの地層は，断層により寸断
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されブロック状の分布形態をとる. しかし分布東縁では，パンケウシャツプ川

沿いの函湖層群からなる背斜西翼で同層群を不整合におおう.層相は，喋岩や

含喋砂岩など組粒砂岩を主体とするが，漸次上方へ泥岩相となり，砂岩泥岩の

互層部もみられる.また，貧弱な石炭層も挟在している.基庭喋岩は，指頭大

~拳大の比較的細粒の喋からなり，喋種も硬砂岩，チャートなどを主体として

いるがスピライト質岩もみられる.層厚は，露出する限り最大 200 m である.

パンケウシャツプ川に沿う背斜の東翼では，下部層が向斜部を形成して分布

し，南方の日高町市街地周辺に連なる.向斜西翼では函沸l層群および上部エソ守

層群色東翼ていは上部エソ守層群を， それぞれ不整合におおっている.おもに磯

岩~帯緑色の合礎粗粒砂岩からなり，基底礎岩は指頭大の喋が多〈細礎質であ

る. この地層は，沙流川南方の 3 号の沢では中部エソ守層群を不整合におおい，

沙流川右岸てやは沙流川層と断層または一部不整合てや接して，南の岩知志図幅に

連なる.図幅南部の岡春部川流域付近てやは，粗粒砂岩の上位に塊状泥岩が発達

している. また，この地層の基底部近くでは，員化石を産出する.層厚は，分

布の南部で約250m +である.

四.2 上部層

上部層は，石狩金山図幅て、、，ニニウ層群最上部のペンケニニウ砂岩礁岩層と

呼ばれた地層である.ペンケニニウ川・パンケニニウ川流域に発達するが，下

部層の項でのべたように，下部層に抱かれた 2つの向斜部の軸部を構成してい

る. 下部層の砂岩泥岩互層とは整合的である.

層相は，露頭てや観察される限り，乱雑な喋岩砂岩のi昆層し砂岩泥岩互層と

が組み合わさったもので，全体的にみるとターピダイト相をしめす.

乱雑な磯岩砂岩は，塊状てや厚いところでや約30m にも達する. その下底は，下

位にある砂岩泥岩互層をけずり込んだ型で不規則な境界をとる.磯岩は，一般

に指頭大の喋が多しかなり細磯質であるが，拳大以上の礁が密集する場合も

ある.礎種はチャート・硬砂岩・粘板岩などが主体である.特徴的なことは，

ブロック状に，大小さまざまな泥岩の同時喋を伴なうことである. また，やや

延長性のある砂岩泥岩互層が， レンズ状に取り込まれている場合もある. この

層相は，喋質部から上部へ漸次細粒化する傾向があり，暗緑色を呈する中粒砂
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第 6 図 ニニウ層群上部層の露出

岩へと移化している.

砂岩泥岩互層は， リズミカノレな縞状互層で，一般に泥岩優勢の互層が多い.

級化層理が発達しており，砂岩の底部には底痕がみられる場合がある.また，

乱堆積状を呈している地域もみられる.

上部層の厚さは，上限が不明であるが，約500m と算定される.

VlII.3 ニニウ層群の対比

ニニウ層群の周辺図幅および標準層序との対比を第 4表にしめした.

第4表新第三系対比表
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ニニウ層群は， 10万分の 1 地質図幅「登川J (942) および「石狩金山」図幅

では，広義の川端階(滝の上層+川端層)とされている. また， r60万分の l 北

海道地質図J (980) では，ニニウ層群全体を，北海道中央部南部の標準層序の

滝の上層に対比している.

下部層は，産出化石，岩相，および「岩知志」図幅との関係から，同図幅の

滝の上層に対比される.上部層はターピダイト相で特徴づけられ，標式地(夕

張川流域)や「岩知志」図幅の川端層と岩相的に類似しており，同層に対比さ

れる可能性が強い.

以上の事から，ニニウ層群は，北海道中央南部の標準層序である中新世の滝

の上層・川端層に対比が可能であり，地質時代は中新世初期後期から中新世中

期にまたがるものと考えられる.

立第四系

図幅地域の第四系は，段丘面を構成する段丘堆積物し現河床の推積物であ

る沖積層に区分できる.このほか，地質図にはしめさなかったが，図幅地域の

ほゾ全域を通じ，表層部に火山灰の分布がみられる. この火山灰は，樽前山起

源のものとされている(火山灰命名委員会， 1979).

IX.1 段丘堆積物

地形の項でのべたように，沙流川・鵡川・双珠別川など，図幅地域の主要河

川の流域に，数段の河岸段丘が発達し， その平坦面を構成して段丘堆積物がみ

られる.堆積物は，拳大から人頭大の礁を含む砂磯層を主体としているが，粘

土を伴なう場合もある.鵡川流域の段丘堆積物には，構成喋・基質ともに蛇紋

岩起源のものでなりたっている場合もある.厚さは，約5- lO m である.

IX.2 現河床堆積物

図幅地域の沖積平坦地は，現河床堆積物からなるが，地形の項でのべたよう

に発達が悪い.わずかに双珠別川下流域を含めた占冠中央を中心とした地域，

および日高町周辺で図示できる程度である.堆積物は，砂喋・粘土などからな
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る.現河床堆積物は，上記のほか，図示はしなかったが各河川にみられる.

X 地質構造

図幅地域は，まえにのべたように，神居古浬構造帯に位置している. したが

って地質構造は，神居古i草帯を構成する諸岩類の構造要素に支配されて， r石狩

金山」図幅や「岩知志」図幅同様かなり複雑である.

図幅地域の，日高累層群から新第三系にいたる地層の配列方向および断層や

摺曲な Eの主要な構造方向は，ほゾ南北方向をしめしている.この方向は，北

海道中軸部の一般的な構造方向と平行している.以上の構造方向に対し，図幅

地域では， r岩知志」図幅でみられるような東西に近い NEE-SWW方向の断

層も顕著で，この地域の地質構造をより複雑なものにしている.

1) 日高累層群の地質構造

図幅地域の地質構造を支配する日高累層群は，大小さまざまな蛇紋岩体を伴

なって，大きくみて図幅西部地域と東南部地域に分布している.そして，これ

らの分布形態は，それぞれ南北方向に帯状の分布をしめしている.

図幅西部地域は，おもにハッタオマナイ層が分布している.蛇紋岩は，東西

性の断層により連続性を断たれブロック化しているが，主要な岩体はハッタオ

マナイ層分布の西縁および東縁に沿って帯状に分布している.これから，この

地域は，蛇紋岩体の構造的遁入に関連する隆起地塊と考えられる.また，福山

北方でみられるように，蛇紋岩体と接する変成岩類の方向は，東西性をしめし

ている. このことは，東西性の断層系も，初生的には蛇紋岩体の隆起に関係す

る要素を持つものと考えられる.

図幅南東部の未分離日高累層群の周辺は， r岩知志」図幅でのペたように，蛇

紋岩帯により取り固まれている.これから，番場(1 957) が“ヌカヒラ"ドー

ムと呼んだように，蛇紋岩の構造的進入により持ち上げられたドーム状の隆起

地塊と考えられる.

図幅中央南部の沙流川層・ニセウ層の分布地域は，西側のハッタオマナイ層

からなる隆起地域し東側のヌカヒラドームの上昇地塊に対する相対的な落ち

込み部と考えることができる.この場合，ハッタオマナイ層と未分離日高累層
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11 ，蛇紋岩

2 ，未分離日高累層群

3 ，ハッタオマナイ層
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6 ，エグ累層群

7 ，新第三系

~ 8 ，第四系
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第 7園地質構造IXI

群は，沙流川層・ニセウ層より下位の地層である可能性が大きい.

図幅北東隅にわずかにみられる沙流川層は，以一上のべた図幅地域の日高累層

群の構造単元とは異なる.東に隣接する「千日露J (現在の地形図名「千栄J) 図

幅から判断すると，東方の日高帯前縁の構造単元と考えられる.

2) エソ守累層群の地質構造

図幅東部に広〈分布するエソご累層群は，“日高帯西縁の白亜系"(小山内・松下，

1959, 1960, 1961) ，“白亜系向斜帯"(北海道立地下資源調査所， 1980)などと

呼ばれたものの一部である. このエソマ累層群は，神居古j章構造帯と日高帯には

さまれた地溝状の分布形態をとって，南の浦河地域まで連続している.

図幅東部のエソ守累層群の構造は， NW-SE-NNW-SSE方向の軸を持

つ摺曲と，それに伴なわれる同方向の断層が顕著である. しかし摺曲の形態は，

下部・中部エソマ層群がおもに分布する東部し上部エソ守層群・函j期層群が分布

する西部とではやや異なる.
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東部の摺曲は，シム川上流からフンベツ沢上流，ポンソウシュベツ川下流か

ら同左岸域の下部エソ守層群を軸部とする背斜，および沙流川流域にみられる下

部エソ守層群の北西方に張り出す半ドーム状構造など， 3つの雁行する背斜構造

が基幹となっている. そして摺曲の形態は，背斜・向斜ともに，東へ傾斜した

摺曲軸面を持ち，西へ転倒している. また，これに伴なわれる断層の多くは，

東上りの逆断層である.これから，図幅北東隅の沙流川層の岩体は，大きな衝

上岩体であることを伺わせる.

以上のべた西へ転倒する摺曲は，西方へ漸次弱くなる傾向がみとめられる.

そして，双珠別川下流からアリサラップ川を結ぶ地域以西では，上部エソマ層群

-函消l層群からなる複向斜部を形成している.これから，西側に接する蛇紋岩

体は，逆にエソ守累層群に対する逆断層の形態を取っているものと考えられる.

図幅北西隅にみられる中部エグ層群の構造は，はゾ南北方向の軸を持つ背斜，

向斜をくり返している. しかし，図幅地域のみからその性格の全体を判断する

ことはできない.おそらしこの構造は，図幅西部の日高累層群上昇地塊の影

響下で形成されたものであろう.

3) 新第三系ニニウ層群の構造

ニニウ層群は，基本的には日高累層群の主要な南北方向の構造と調和して，

構造的な弱線部に落ち込んだ地溝状の分布形態をとっている. し!かし，個々の

分布地域は，それぞれ独自の向斜部を形成しているのが特徴的である.また，

一般に分布の南限が，東西性の断層に切られており，日高累層群のブロック状

の運動を反映している.

以上のべた地質構造を，地史的に整理すると次のようにまとめられる.

1) 図幅地域の地質構造は，神居古 j草帯を構成する日高累層群の何回かのブ

ロック状の上昇運動と関連している.

2) 日高累層群の変形をもたらす構造運動は，初生的にはエソ ε累層群堆積初

期から同層群堆積時を通じて行なわれたものであろう.図幅地域であまり明瞭

ではないが，中部エゾ層群基底の不整合が変動の一つのあらわれであろう.

3) 蛇紋岩の構造的遁入にともなう日高累層群のj-，昇地塊は，その原形がニ

ニウ層群堆積盆形成時にすでに在在していた.これは，同層群基底部のおびた
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だい、蛇紋岩礁で表現されている.

4) ニニウ層群堆積時の海域は，おそらく残存した隆起域を残しながらも，

図幅地域を広くおおった可能性が強い.

5) ニニウ層群の変形は，図幅地域の現在の地質構造を完成させた構造運動

によるものであろうが，図幅地域からその時期を特定することはできない.お

そらく，中新世後期から活発化し，鮮新世にピークをむかえる東方の日高帯の

構造運動と関連するものであろう.

E 鉱産資源

図幅地域の鉱産資源として，蛇紋岩中にともなわれるクローム鉄鉱，石綿，

日高累層群および下部エソ守層群に挟在する石灰岩， そしてニニウ層群下部層の

石炭などがある.

1) クローム鉄鉱

クローム鉄鉱は，南の「岩知志」図幅とともに， 日本における主要なクロー

ム鉱床旺胎地域である.生産の主体は「岩知志」図幅内にあったが，図幅地域

にも多くの鉱山鉱徴地が知られている. しかし，現在ではすべて閉山しており，

生産は行なわれていない.次に，おもに地質調査所 (967) を参考にして，お

もな鉱山の概要をのべる.

八回右左府: 日高町東南，三号の沢上流に位置する.昭和 12 年に開抗，昭

和29 年に休山するまで約 12.000 t を出鉱した.鉱床は蛇紋岩中の板状鉱体(延

長50m X 巾20m X 厚さ 3 m) である.鉱石は，徹密塊状鉱に属し，品位は Cr 203

で50-54% である.

八回岡春部: 日高町東南，同春部川の上流に位置する.昭和 13 年間抗，同

29 年休山まで約 4.000t を出鉱した.鉱床の母岩はおもに片状蛇紋岩て\片理の

方向に沿いレンズ状の鉱体が連鎖状に並んて 1、る.鉱体の規模は延長 36m X 巾

10mX 厚さ 2m が最大である.鉱石は粉状または蛇紋岩をかむ鉱石が多く，品位

は Cr 203 で52% で、ある.

八回八幡: 図幅西南端，鵡川右岸にある.昭和 13 年から同 35 年まで .32.000t

を出鉱した.塊状蛇紋岩中の南北に走る脈状鉱床で，傾斜は垂直に近い.鉱石
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新入

第8 図 日高図幅内クローム鉱山分布図

は塊状鉱を主体とし斑状鉱を伴なっている.品位は Cr2 03て'32-52%，平均48%

で、ある.

八回岩美: 穂別町・占冠村境界付近の鵡川右岸にあり，昭和 17年 -19年に

14.000t 出鉱の記録がある.粘土化の著しい蛇紋岩中の脈状鉱床である.鉱石

は塊状鉱と斑状鉱とがあり，品位は Cr 203 てや平均 49% で、ある.

上記のほか，図幅西部の蛇紋岩中には，新入，長和，八回千早， 日の出，防

主，新高，八回幌上などの諸鉱山が，小規模に採掘，探鉱された記録がある.

2) 石綿

日高町西南，三号の沢中流部に，朝日右左府鉱山が知られている.昭和 19 年

から昭和 24 年休山するまで，製品量として 723 t の生産実績がある.鉱床は，

蛇紋岩中に網状脈として発達している.温石綿の繊維は平均 1 em 内外，品位は

1-3% で，推定鉱量は 3.5x10
5

t と言われる.
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3) 鉄

沙流川南方の片状蛇紋岩中に，塊状磁鉄鉱鉱床が腔胎している.鉱床の規模

はきわめて小さい.

4) 砂金，砂白金

日高町西方のヌプリパオマナイ川の河床堆積物中に知られている.かつて，

河床基盤中の割目の濃集部を採取した記録がある.

5) 石灰石

図幅地域で，石灰石鉱床として注目されたものに，福山東南方シュプキウシ

ナイ沢最上流のハッタオマナイ層に含まれるものと，図幅東端下部エソマ層群中

のオリピトリナ石灰岩とがある.

福山東南方のものは昭和 38 年に小山内，石山 (964) により調査された.第

1 鉱体，第 2鉱体があるが，可採鉱量が 13 万 t と少なし品質も CaO 52% とあ

まりよくない

オリピトリナ石灰岩は，埋蔵量が数万 t と見積られ量的に少ない. (地質調査

所1967) .

6) 石炭

北に隣接する「石狩金山」図幅地域から，図幅地域にかけて分布するニニウ

層群には，石炭層を挟在し，ニニウ炭田と呼ばれている.

「石狩金山」図幅地域では，いくつか小規模に開発されたものもあるが，図

幅地域ではほとんど未着手のままである. また，石炭調査もほとんど行なわれ

ていない。

地質の項でのべたように，石炭層は図幅北端のパンケニニウ川・ペンケニニ

ウ川の上流部にみられ，露頭では山丈 200 em以上の炭層や，爽みのない60em以

上の炭層がみとめられる.

ニニウ炭田の炭質は，大部分が非粘結性の亜歴青炭に属する.
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN
(Scale.1:50 ,000)

HIDAKA

(SAPPORO-34)

BY

KohjiTAKAHASHJ

and

MamoruSUZUKI

(Abstract)

GeneralRemarks

Theareaofthesheetmap "Hidaka" is situated on the western

sideoftheHidakamountainrangebetweenLat.42
0

50'-430 00' N. , and

Long.1420 15' -1420 30'E.

ThisareaislocatedalongKamuikotanbelt, whichrunsparallelto

theHidakametamorphicbeltfrom northto south. Thisareaismainly

occupiedby Hidaka Supergroup ofpre-to early Cretaceous age , and

Serpentinite. Besides , thereexistYezoSupergroupofUpperCretaceous

age , andNiniuGroupofNeogeneage.

Thestratigraphicalsuccessionofthisareaisshowninthefollow-

ingtable.

Quaternary
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NeogeneTertiary Niniugroup 1UpperFormation

¥LowerFormation

CretaceousYezoSupergroup rHa同uchi Group

UpperYezoGroup

MiddleYezoGroup

LowerYezoGroup

PreCretaceous-EarlyCretaceousHidakaSupergroup
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SarugawaFormation

HattaomanaiFormation

UndividedHidakaSupergroup

Geology

HidakaSupergroup

The HidakaSupergroup islithologicallydivided into Hattaomanai

Formation, SarugawaFormation, NiseuFormationandUndividedHidaka

Supergroup, butitisdifficulttoarrangetheserockunitsduetodisturbｭ

ancebymanyfaults.

Hattaomanai FormationisregardedasapartoftheUndividedHidaka

Supergroupshowninthe "1wachishi"sheetinthesouthofmappedarea.

Itconsistsmostlyofslate(blackschist)andmeta-sandstone , butis interｭ

calatedwithchert, porphylitictuffandlimestone.Nofossilisfound.

SarugawaFormationismainlycomposedofspiliticpillowlaveandtuffs ,

intercalatedwithslate sandstoneand lensesoflimestone. Fossilsfound

inthelimestonearesimilartothoseoftheTorinosufauna. Accordingly,

thegeologicalageoftheformationisconsideredtobeUpperJurassic.

Niseu Formationis composedofalternationofsiliceousshaleandsandｭ

stone , butcontainssomeintercalatedacidictuff.Thisformationisalways

in fault contactwith the Hattaomanai andSarugawa Formationin this
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area.Thestratigraphicalsituationisambiguous.Nofossilsarefound.

Undivided HidakaSupergroupisdistributedatthesoutheastcornerof

thearea, andisalways surroundedbyserpentinites. Itconsistsofblack

schistandphylliticslatewithmeta-sandstone. Theexactstratigraphical

settingisambiguous. TheSerpentiniteisdividedintofivelargebodies

parallelwitheachotherrunningfromnorthtosouth. Theyhaveintruded

intothetectoniczonedevelopingintheHidakaSupergroup.Theserpentiｭ

niteoccursalsoassmallmassesintrudingintofaultedandshearedzones.

Theoriginalrocks ofmostofthelargeserpentinitemasshavenotbeen

knownduetostrongalteration, butsomeofthemshowrelict textureof

Hartzburgite. Thesmallserpentinitemasseshave beenentirelyaltered

intoclay. Withintheserpentinite , dioriticrocks , crystalline-schist etc. ,

occur as lenticularbodies andblockyxenolith. Theymighthavebeen

broughtaboutfromthebasementoftheserpentinitebodies.Furthermore

thesemanysmallbodiesofdiabasearefoundascrossdykesthroughthe

serpentiniteortheHidakaSupergroup.

YezoSupergroup

YezoSupergroupisdividedintofourgroups; LowerYezo, Middle

Yezo, UpperYezoand Hakobuchi Groupinascendingorder.

LowerYezoGroup:Thisgrouphasbeenthrustupbytheunderlyｭ

ingSarugawaFormation, thereforeitsbasalpartisunexposed. This is

composedmainlyofalternationofsandstoneandmudstone, showingturbiｭ

ditefacies;butmudstonedominatestheupperportion. A lenticularlimeｭ

stoneisintercalatedinthemiddlepart, calledthe 川Orbitolina limestone"

TheLowerYezoGroupsarecorrelativewithlateAptiantoearlyAlbian

mage.

MiddleYezoGroup:ThisgroupisdividedintoLower, Middleand

UpperFormation. LowerFormationiscomposedmostlyofconglomerate

and sandstone , overlyingunconformitytheLowerYezoGroup. Middle

Formationconsistsmainlyofmassiveblackmudstonesintercalatedwith
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silicifiedacidictuffsinthelowerpart. UpperFormationiscomposedof

alternationssandstoneandmudstone , showingturbiditefacies. Thisformｭ

ationyields Inocer αmus labi α tus. Geological age ofthe Middle Yezo

GroupseemstobeLateAlbiantoEaryTuronian.

UpperYezoGroup: Thisgroupisdivided intoLowerandUpper

Formationbasedonlithofacies. ItconformablyoverliestheMiddleYezo

Group. LowerFormationsconsistmainlyofmassiveblackishgraymudｭ

stonesintercalatedwithacidictuff. Inocer αmus hobetsuensisfoundinthe

lowerpartoftheLower Formations , whereas Inocer αmus uw αjimensis

hasbeenfoundinthemiddlepart. UpperFormationarecomposedmainｭ

lyofsiltstonesshowinggraduallychangefromthemudstoneintheLower

Formation.FossilevidencesuggeststhatUpperYezo Groupisregarded

asMiddleTuroniantoSantonianinage.

HakobuchiGroup:ThisgroupconformablyoverliestheUpperYezo

Group, anddividedintothreelithofacies. Thelowerandupperformation

consistofsandstoneswhichcontaininplace glauconite , andthemiddle

formationaremadeupmainlyofsiltstone. TheHakobuchiGroupcorresｭ

pondstotheCampanian inage, evidenceby existence Inocer αmus schi-

mdti.

NiniuGroup

TheNiniuGrouprestunconformablyontheYezoandHidakaSuperｭ

group. Paleogeneformationarenotfoundinthisarea. Itislithologically

dividedintoLowerandUpperFormation. Thelithologic sequenceofthe

Lower Formationfrombasetotopisas follows; basal conglomerate ,

shell-bearing sandstone , massivemudstone , andcoal-bearingsandstone.

Thecoal-bearingbeddevelops to alimitedextentinthis area. Fossil

fauna indicates Middle tv恒ocene fauna. UpperFormationshows gradual

transitionfromtheLowerFormation. Itconsistsofalternationsofsand-

stoneandmudstoneshowingturbidite facies , andisintercalatedwiththick

conglomeratei. e. , submarine debrisflow deposits , whichasimilarto
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thoseintheKawabataFormationintypeareainCentralHokkaido.

Quaternary

Theterrace depositswelldevelopalongMukawa, Soshubetsuand

SaruRiver.Theyconsistofgravel, sandandclay. AlluvialDepositsare

distributedalongthemainstreamsinthisarea.

GeologicStructure

Thegeologicstructureofthisareaisverycomplicated. However,

itischaracterizedbythefactthatthemainfaultsandfoldsareorientaｭ

tedinaN-StrendparalleItotheaxialrangeofHokkaido. Thetrendis

thesamedirectionasthatoftheHidakaSupergroup, serpentinite , Yezo

SupergroupandNeogenestrata. Furthermore , recognizableintheareaof

the "Iwachishi"sheetisanoticeablefaultzoneshowingaE-W trend.It

runsacrosstheabovementionedstructuralelementsshowingaN-Strend.

MineralResources

Inthisareachromiteandasbestosarerecognizedinserpentinite ,

andlimest ∞e inHattaomanai , SarugawaFormationandtheLowerYezo

Group.Bituminuscoalis intercalatedintheNiniuGroup. Chromite and

asbestos oremineswereonceworked, butallmines havebeenclosed.

The other mineralsarenotworkable.
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